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隣
家
よ
り
垣
根
越
し
に
香
り
来
る
金
木
犀
を
よ
ま
れ
た
も
の
で
、
金
木
犀
は
中
国
原
産
の
モ
ク
セ
イ
科
の
常

緑
小
高
木
で
、
高
さ
三
米
～
六
米
、
葉
は
深
緑
色
で
鋸
歯
を
も
ち
、
対
生
す
る
。
庭
園
木
と
し
て
秋
に
開
花

し
、
甘
い
芳
香
を
放
つ
、
香
り
の
良
い
花
と
整
つ
た
樹
の
形
を
愛
で
て
、
庭
園
に
植
え
ら
れ
る
木
で
、
良
い
香
り

を
頂
け
る
の
を
感
謝
し
て
よ
ま
れ
た
よ
い
句
で
す
。
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単
に
「祭
」
は
夏
の
季
語
、
「
春
祭
」
は
豊
作
祈
願
の
た
め
の
も
の
だ
が
、
「
秋
祭
」
は
、
農
耕
の
収
穫
を
感
謝
す

る
祭
で
あ
る
。
古
く
は
旧
暦
十
一
月
が
最
盛
期
だ
つ
た
が
、
明
治
の
改
暦
後
は
十
月
に
秋
祭
が
集
中
に
な
つ
た

が
、
秋
ま
つ
り
は
村
に
と
つ
て
大
切
な
大
事
な
行
事
で
有
り
、
子
供
さ
ん
か
ら
老
人
迄
、
古
里
の
村
に
帰
つ
て

来
た
客
人
も
混
え
、
嬉
嬉
と
し
て
喜
び
楽
し
み
大
太
鼓
も
打
た
れ
た
様
子
を
よ
く
よ
ま
れ
た
句
で
、
中
句
の

「村
中
嬉
嬉
と
」
が
特
に
よ
い
。
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農
村
や
郊
外
地
区
で
は
秋
の
収
穫
後
、
祭
礼
な
ど
の
余
興
で
、
芸
達
者
な
村
人
等
が
歌
舞
伎
や
狂
言
を
演

じ
て
い
た
。
顔
見
知
り
の
下
手
な
素
人
芝
居
は
、
逆
に
親
し
み
を
呼
び
、
地
区
の
親
睦
交
流
に
お
お
い
に
役
立

つ
て
ゐ
る
。
役
者
の
動
作
や
感
情
の
頂
点
に
達
し
た
こ
と
を
示
す
た
め
に
一
瞬
停
止
し
て
、
特
に
目
立
つ
ポ
ー

ズ
を
と
る
大
見
得
の
時
、
観
衆
の
中
か
ら
お
捻
と
云
つ
て
お
金
等
を
役
者
に
向
け
て
投
げ
、
舞
台
を
お
お
い
に

盛
上
げ
る
様
子
を
上
手
に
よ
ま
れ
た
楽
し
い
句
で
す
。
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